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トワークの枠組みを利用したCOVID-19対応支援 地域医療機関に対する実地研修の評価. 日本環境感染学会総会

プログラム・抄録集 38回: 370, 2023.

寺坂陽子,花田沙都子,柿内聡志,芦澤信之,藤田あゆみ,田代将人,田中健之,古本朗嗣,泉川公一：「九州・沖縄・四

国ブロック研修会」開催に関する取り組み. 日本環境感染学会総会プログラム・抄録集 38回: 218, 2023.

柿内聡志,花田沙都子,寺坂陽子,芦澤信之,藤田あゆみ,田代将人,田中健之,泉川公一：抗菌スペクトラムを考慮した

新しい抗菌薬使用量評価(Days of Antibiotic Spectrum Coverage(DASC))の有用性. 日本環境感染学会総会プログラ

ム・抄録集 38回: 278, 2023.

田中健之,柿内聡志,藤田あゆみ,田代将人,芦澤信之,花田沙都子,寺坂陽子,泉川公一：長崎大学病院固形臓器移植術

前ワクチン管理における麻疹・風疹・ムンプス・水痘帯状疱疹の抗体価保有率の状況. 日本環境感染学会総会プ

ログラム・抄録集 38回: 257, 2023.
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18 .

19 .

20 .

21 .

22 .

23 .

学会発表数

社会活動

田代将人：薬剤耐性アスペルギルスの諸問題. 日本化学療法学会雑誌 71(2): 247-248, 2023.

A-a A-b B-a B-b
シンポジウム 学会 シンポジウム 学会

田代将人：Host-Pathogen Interactionより考える新しい感染症治療戦略 アスペルギローマと宿主の長期相互作用か

ら探る新たな治療戦略の可能性. 日本化学療法学会雑誌 71(2): 209-210, 2023.

田代将人：失敗談・ピットフォールから学ぶ臨床研究のリアルと解決法 リアルワールドデータを用いたデータ

ベース臨床研究の実際. 日本呼吸器学会誌 12(増刊): 40, 2023.

泉川公一：大規模イベントにおける感染対策のあり方 新型コロナウイルス感染症(COVID-19)禍における自然災

害時の感染対策. 日本化学療法学会雑誌 71(2): 204-205, 2023.

芦田美輪,室田浩之,田代将人：COVID-19に関連する皮膚症状の病理組織学的特徴. 日本皮膚科学会雑誌 133(5): 
1209, 2023.

田代将人：Globalなemerging mycoses BSL3真菌. 日本医真菌学会雑誌 64(Suppl.1): 59, 2023.

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

泉川公一・教授 評議員 日本内科学会

3 2 4 16 12 52

泉川公一・教授 感染症・結核学術部会ウェブ委員 日本呼吸器学会

泉川公一・教授 インターネットサーベイワーキング委員 日本呼吸器学会

泉川公一・教授 広報委員会委員 日本呼吸器学会

泉川公一・教授 代議員 日本呼吸器学会

泉川公一・教授 評議員 日本感染症学会

泉川公一・教授 専門医審議委員 日本感染症学会

泉川公一・教授 評議員 日本呼吸器内視鏡学会

泉川公一・教授 西日本地方会理事 日本感染症学会

泉川公一・教授
Journal of Infection and Chemotherapy編
集長

日本化学療法学会

泉川公一・教授 理事 日本医真菌学会

泉川公一・教授 幹事 日本化学療法学会

泉川公一・教授 評議員 日本化学療法学会

泉川公一・教授 将来計画委員 日本医真菌学会

泉川公一・教授 支部・関連学会委員長 日本医真菌学会

泉川公一・教授 代議員 日本医真菌学会

泉川公一・教授 ガイドライン検討委員会委員長 日本医真菌学会

泉川公一・教授 理事長 日本マイコプラズマ学会

泉川公一・教授 理事 日本臨床微生物学会

泉川公一・教授 代議員 日本結核病学会

泉川公一・教授 治療委員 日本結核病学会

泉川公一・教授 地区制度委員会委員 日本臨床微生物学会

泉川公一・教授 代議員 日本環境感染学会

泉川公一・教授 評議員 日本臨床微生物学会

泉川公一・教授 学術奨励賞委員会委員 日本臨床微生物学会

泉川公一・教授 COVID-19対策委員会 日本環境感染学会

泉川公一・教授 臨床研究推進委員会委員 日本環境感染学会

泉川公一・教授 地域セミナー委員会委員 日本環境感染学会

泉川公一・教授 災害時感染制御検討委員会委員長 日本環境感染学会
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競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

高園貴弘・准教授 Editorial Board Medical Mycology

高園貴弘・准教授 COVID-19エキスパートオピニオン委員 日本呼吸器学会

高園貴弘・准教授
ECMM/ISHAM One World Guideline 
“Cryptococcosis” contributor

ECMM/ISHAM

高園貴弘・准教授
ECMM/ISHAM One World Guideline 
“Candidiasis” contributor

ECMM/ISHAM

高園貴弘・准教授 COVID-19治療薬・タスクフォース委員 日本感染症学会

高園貴弘・准教授 Associate Editor Medical Mycology

高園貴弘・准教授 将来計画委員 日本結核・非結核性抗酸菌症学会

高園貴弘・准教授 感染症学雑誌編集委員 日本感染症学会

高園貴弘・准教授 インターネットサーベイランス委員 日本呼吸器学会

高園貴弘・准教授 評議員 日本感染症学会

高園貴弘・准教授 ガイドライン作成委員 日本医真菌学会

高園貴弘・准教授 支部関連学会委員 日本医真菌学会

田中健之・講師
JICA国際緊急援助隊感染症対策チーム（診
療班）作業部会委員

JICA

田中健之・講師
長崎県新型コロナウイルス感染症調整本部
調整員

長崎県

高園貴弘・准教授 評議員 日本化学療法学会

高園貴弘・准教授 Editorial Board Member Scientific Reports

田中健之・講師 評議員 日本感染症学会

田中健之・講師
メキシコ感染症対策能力強化支援感染症専
門家

JICA

田中健之・講師 長崎市感染症審査協議会委員 長崎市

田中健之・講師
ARDS診療ガイドライン改訂版作成SR(システ
マチックレビュー）委員会

日本呼吸器学会、集中治療学会、呼吸療法学
会

田代将人・講師 災害時感染制御検討委員会 委員 日本環境感染学会

田代将人・講師 学会事務局 日本マイコプラズマ学会

田中健之・講師
パナマ感染症対策能力強化支援感染症専門
家

JICA

田代将人・講師
希少真菌症診断治療のガイドライン作成委
員会 委員

日本医真菌学会

田代将人・講師 評議員 日本臨床微生物学会

田代将人・講師 ガイドライン検討委員会 日本医真菌学会

田代将人・講師 評議員 日本マイコプラズマ学会

田代将人・講師 代議員 日本医真菌学会

田代将人・講師 評議員 日本環境感染学会

藤田あゆみ・助教 委員 長崎市予防接種健康被害調査委員会

田代将人・講師 評議員 日本化学療法学会

田代将人・講師 評議員 日本感染症学会

藤田あゆみ・助教 医事委員 日本ボクシング連盟

藤田あゆみ・助教 医事委員長 九州ボクシング連盟

藤田あゆみ・助教 委員 長崎県西彼保健所感染症診査協議会

藤田あゆみ・助教 医事委員 長崎県ボクシング連盟

研　究　題　目

泉川公一・教授 厚生労働省 分担

新興・再興感染症及び予防接種政策推進研究
事業「新型コロナウイルス感染症による他疾
患を含めた 医療・医学に与えた影響の解明に
向けた研究 -今後の新興感染症発生時の対策
の観点から-」

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担
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泉川公一・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「アスペル
ギルスと細菌の微生物間インタラクション解
析による重複感染病態の解明と制御」

泉川公一・教授
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

分担

エイズ対策実用化研究事業「ART早期化と長期
化に伴う日和見感染症への対処に関する研
究、HIV感染症に伴う日和見合併症・悪性腫瘍
の全国調査HIV感染症に伴う日和見合併症・悪
性腫瘍の全国調査」

田代将人・講師 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「アスペル
ギルスと細菌の微生物間インタラクション解
析による重複感染病態の解明と制御」

高園貴弘・准教授 長崎大学 代表

新型コロナ関連研究力強化支援 令和4年度
「寄附金による研究支援プロジェクト」
COVID-19罹患後症状に対する抗ウイルス薬の
効果、及び罹患後症状予測因子の探索

高園貴弘・准教授

高園貴弘・准教授 武田科学振興財団 代表
2021年度医学系研究助成（感染症領域）「免
疫エフェクター細胞を用いたアスペルギルス
症の新規治療法の開発」

高園貴弘・准教授
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

代表
「免疫エフェクター細胞を用いた薬剤耐性糸
状菌感染症の新規治療法開発」

高園貴弘・准教授
公益財団法人予防接種リサーチ
センター

代表
「透析患者におけるＳＡＲＳ－ＣｏＶ－２ワ
クチン接種の基礎的・臨床的有効性評価」

高園貴弘・准教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「自然免疫
系エフェクター細胞による肺アスペルギルス
症新規治療法の開発」

日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「アスペル
ギルスと非結核性抗酸菌の細胞間コミュニ
ケーションを介した難治化機序の解明」

田中健之・講師 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「アスペル
ギルスと細菌の微生物間インタラクション解
析による重複感染病態の解明と制御」

田代将人・講師 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「新規モデ
ルマウスを用いたアスペルギローマ排除機構
の解明および薬物動態の解析」

高園貴弘・准教授
NPO法人「長崎県地域医療の研究
支援を目的とした医師団」

代表
非結核性抗酸菌とアスペルギルスの微生物間
相互作用と宿主免疫に与える影響に関する解
析

田中健之・講師 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「新規肺特
異的疑似毛細血管壁モデルによるARDS病態解
明と治療開発」

田代将人・講師 The Rotary Foundation 代表
Global Scholarship Grant「慢性肺アスペル
ギルス症の研究」

田代将人・講師
NPO法人「長崎県地域医療の研究
支援を目的とした医師団」

代表
新規モデルマウスを用いたアスペルギローマ
の病態解明
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特 許

その他
 非常勤講師

 新聞等に掲載された活動

ガラクトサミノガラクタンをターゲットとした肺アスペ
ルギルス症新規診断法の開発

泉川公一・教授 キリンホールディングス

「新型コロナウイルス感染症 (COVID 19) 患者に対する 
L. lactis strain Plasma プラズマ乳酸菌 ) を用いた症
状緩和効果についての検証 ～無作為化二重盲検 プラセ
ボ対照 並行群間比較試験～ (PLATEAU」

泉川公一・教授
モレーンコーポレーション株式
会社

手洗い等シンクの排水管内部に存在する細菌に対する排
水管加熱装置の増殖抑制効果の検証

柿内聡志・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 若手研究「外来経口抗菌
薬と耐性菌モニタリングを目的とした新シス
テム開発」

氏名・職 特　許　権　名　称 出願年月日 取得年月日 番号

柿内聡志・助教 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「アスペル
ギルスと細菌の微生物間インタラクション解
析による重複感染病態の解明と制御」

柿内聡志・助教
特定非営利活動法人 長崎県地域
医療の研究支援を目的とした医
師団

代表

令和5年度 研究補助金「抗菌スペクトラムを
考慮した抗菌薬使用量評価法を用いた抗菌薬
適正使用の推進が長崎県の医療機関における
耐性菌分離率に与える影響に関する研究」

田代将人・講師 千葉大学真菌医学研究センター
令和5年度千葉大学真菌医学研究センター共同利用・共同
研究「アスペルギローマの病態解析」

田代将人・講師
広島大学・長崎大学・福島県立
医科学大学共同 放射線災害・医
科学研究拠点

2023年度「放射線災害・医科学研究拠点」共同利用・共
同研究「放射性同位体を用いた肺アスペルギルス症の新
たな治療戦略の開発」

髙園貴弘・准教授 日本メジフィジックス株式会社
慢性呼吸器感染症に対するＦＤＧ－ＰＥＴを用いた疾患
活動性評価の探索的研究

髙園貴弘・准教授 大塚製薬

泉川公一・教授 院内手洗い管理システム 2017年4月13日 2017年12月15日 特許6259940

高園貴弘・准教授
糸状菌感染症の治療薬及び糸状
菌感染症の治療方法

2022年3月18日 出願中

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

泉川公一・教授 非常勤講師（真菌学） 琉球大学医学部

田代将人・講師
アスペルギローマモデル⾮ヒト
動物

2019年8月29日 2023年10月12日 特許第7365674号

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日
活動内容の概要と

社会との関連

泉川公一・教授
新型コロナ「5類」引き下げ
により県内の医療提供体制へ
の影響は?

NHK「イブニング長
崎」

2023年1月23日
新型コロナウイルス感染症の
感染対策の啓発を行った
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泉川公一・教授 記者レク（会見）
長崎新聞、テレビ
局各社

2023年5月8日
新型コロナウイルス感染症の
感染対策の啓発を行った

泉川公一・教授 5類移行に伴う今後について NIB「News every」 2023年5月8日
新型コロナウイルス感染症の
感染対策の啓発を行った

泉川公一・教授 新型コロナシリーズ1
KTN「週刊健康マガ
ジン」

2023年5月19日
新型コロナウイルス感染症の
感染対策の啓発を行った

泉川公一・教授 新型コロナシリーズ2
KTN「週刊健康マガ
ジン」

2023年6月30日
新型コロナウイルス感染症の
感染対策の啓発を行った

泉川公一・教授
新型コロナウイルスや梅毒の
啓発

KTN 2023年12月1日
新型コロナウイルス感染症の
感染対策の啓発を行った

田中健之・講師
感染制御と感染症診療は似て
非なるもの

Cadetto.jp 2023年5月1日 感染対策の啓発を行った

田中健之・講師

Instituto Gorgas con apoyo 
de Japón capacita a la 
región en vigilancia genó
mica

la web DE LA 
SALUD

2023年10月1日 感染対策の啓発を行った

田中健之・講師
院内にとどまらず地域にも大
きく貢献できる

Cadetto.jp 2023年5月1日 感染対策の啓発を行った

田中健之・講師
G7長崎保険大臣会合100日前
フォーラム

長崎新聞 2023年3月12日 感染対策の啓発を行った
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